
JILPT アーカイブ No.18 

「第 2 回勤労生活に関する調査」（旧 JIL 資料シリーズ No.140）の Read me 

本アーカイブデータについて、注意が必要な箇所を以下に示しました。 

１．非該当・無回答について 

非該当は『88888888』､無回答は『99999999』で統一されています｡ 

なお、選択肢に「わからない」がある設問については、無回答は「わからない」に含めています。 

また「不明」がある設問については、無回答は「不明」に含めています。 

２．秘匿処理について 

２－１．秘匿化のため、自由記述回答の内容は含まれていません。 

Q14(1) リストラが実施されたその他の内容 

Q14(2) リストラについてどのように感じるかのその他の内容 

F1(2) 現在の仕事のその他の内容 

F1(3) その他の役職名 

F5SQ3 配偶者の仕事のその他の内容 

F7 その他の家族形態 

２－２．以下の表に示す変数は、秘匿処理されています。 

調査項目 変数名 処理の詳細 

Q2 満年齢 B_q2_sc_re 「85歳以上」 をトップコーディング 

F1(4) 週労働時間数 

(残業時間含む) 
B_f1_4_sc_re 「90時間以上」 をトップコーディング 

F1(5) 現在の勤め先での勤続年数 B_f1_5_sc_re 「50年以上」 をトップコーディング 

F6 同居している家族の人数 B_f6_sc_re 「7人以上」 をトップコーディング 

F8 過去1年間の自身の個人年収 

F9 過去1年間の配偶者の個人年収 

B_f8_re 

B_f9_re 
「1000万円以上」をリカテゴリ化 

F10 過去1年間の世帯の年収 B_f10_re 
単身世帯のみ「1000万円以上」を 

リカテゴリ化

３．報告書のクロス集計表（65～158 頁）の表側に掲載されている合成変数、集約カテゴリについて 

①＜性×年齢＞ 

調査票のＱ1「性別」の回答と、Ｑ2「年齢」の回答をもとに作成しています。 
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②＜働き方＞ 

世帯の「＜働き方＞」は、調査票のＱ9 の「職業の有無」の回答と、Ｆ5「結婚の有無」の回答、 

Ｆ5SQ1「配偶者の仕事の有無」の回答をもとに集計したものです。男女別世帯の「＜働き方＞」は、

この世帯の「＜働き方＞」とＱ1「性別」の回答をもとに集計したものです。これらの変数の 

組み合わせ方は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

③無職（従業形態の区分） 

集計表の q9「職業の有無」の「無職」には「学生」は含まれていません。 

 

④＜従業上の地位＞ 

調査票のＱ11「従業上の地位」で用いられているカテゴリ（詳細カテゴリ）と、報告書掲載

集計表で用いられているカテゴリ（「雇用者」「自営」の集約カテゴリ）の関係は以下のとおり

です。これらの変数の組み合わせ方は以下の通りです。 
 

 q11「従業上の地位」（注1） 

雇用者 1 経営者、役員（注2） 2 正規従業員 3 非正規従業員 4 派遣社員 

自営 5 自営業 6 家族従業員 7 自由業 8 内職 

     （注1) 報告書掲載集計表の「自営」・「雇用者」 では、F1(1)「会社全体の従業員数」の設問において、「10 不明」の

ケースは除外されている。 

（注2）１経営者、役員は、Ｆ1(1)「会社全体の従業員数」の設問において、「1(ア)1～4人」を選択した場合は、カテゴリが

「自営」となる。 

 

５．報告書集計表の誤植等について 

（１）Ｑ4(1) どのような人が社会的地位や経済的豊かさを得るのがよいと思うか（実績をあげた人 

ほど多く得るのが望ましい）（変数名：「B_q4_1」） 

報告書 66 頁に掲載されているＱ４(1)の集計表において、表側「＜仕事内容＞」の数値に誤りが 

あります。正しい数値は以下の通りです。 

 
 

そう思う 

どちらか 

といえば

そう思う 

どちらかと 

いえばそう

思わない 

 

そう思わ

ない 

どちらと 

もいえな

い 

 

わからない 

 

実数 

＜仕事内容＞        

専門・技術職 53.2 22.7 4.9 9.9 8.9 0.5 203 

管理職 66.2 18.0 2.3 6.8 6.8 - 133 

事務職 49.8 32.1 5.1 6.1 6.8 - 293 

営業・販売職 56.1 25.8 5.4 6.8 4.5 1.4 221 

サービス職 53.5 26.2 5.6 7.7 6.3 0.7 286 

保守的職業 52.6 26.3 5.3 10.5 5.3 - 19 

運輸・通信的職業 50.0 29.5 6.8 9.1 4.5 - 44 

技能工・労務職 44.5 26.9 7.2 10.9 8.8 1.6 375 

 

（２）報告書 91 頁に掲載されているＱ11 の集計表において、「有職 1646 人」は「全有職者 1669 人」の

うち従業上の地位が「自営」あるいは「雇用」の人数です。 

 性別 有職無職 配偶者 配偶者就業 

q01 q09 ｆ05 f05sq1 

共働き世帯(男性) 1 男 1 有職 1 有配偶者 1 仕事をしている 

共働き世帯(女性) 2 女 1 有職 1 有配偶者 1 仕事をしている 

専業主婦世帯(男性) 1 男 1 有職 1 有配偶者 2 仕事をしていない 

専業主婦世帯(女性) 2 女 2 学生 or 3 無職 1 有配偶者 1 仕事をしている 

無配偶・その他 上記以外すべての組み合わせ 

（独）労働政策研究・研修機構 データアーカイブ

2



（３）Ｑ25(2)失業に関するあなたの考え（失業を避けるためには賃下げも構わない）（変数名：

「B_q25_2」）に関し、報告書 147 頁に掲載されているＱ25(2)の集計表において、表側「＜働き方 

＞」の一部数値に誤りがあります。正しい数値は以下の網掛けの通りです。 

 
 

そう思う 

どちらか

といえば 

そう思う 

どちらかと

いえばそう 

思わない 

 

そう思わ

ない 

 

あてはま

らない 

 

わからない 

 

実数 

＜働き方＞        

共働き世帯 17.9 29.5 13.1 22.8 13.1 3.7 904 

（男性） 20.8 35.3 9.6 18.0 13.5 2.8 394 

（女性） 15.7 25.1 15.7 26.5 12.7 4.3 510 

専業主婦世帯 17.2 30.1 11.0 14.5 22.0 5.2 715 

（男性） 18.6 35.1 14.0 18.0 11.0 3.4 328 

（女性） 16.0 25.8 8.5 11.6 31.3 6.7 387 

無配偶・その他 12.4 20.9 10.7 15.5 32.7 7.8 1159 
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